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平成16年度
16年９月20日現在、市内の満90歳以上の高齢者

は512人となっています。番付表では96歳以上の

82人を紹介します。 （９月20日現在の年齢です）

〈東〉 〈西〉寿
名　　　前 生年月日（年齢・住所） 名　　　前 生年月日（年齢・住所）

長 津 リ ク さん 明治32.12.１生 〔104歳・川治内後第１〕

富 井 ミ ヨ シ さん 明治35.11.６生 〔101歳・水沢第２〕

上 村 レ ン さん 明治36.２.23生 〔101歳・土市第３〕

a 橋 き よ さん 明治36.７.１生 〔101歳・川治上町第２〕

村 山 ハ ル さん 明治37.４.５生 〔100歳・水　口〕

小 野 塚 キ ヨ さん 明治37.６.１生 〔100歳・昭和町４〕

村 山 ス ミ さん 明治37.12.２生 〔99歳・下条中央通り〕

上 村 三 吉 さん 明治38.６.24生 〔99歳・四日町中原〕

田 口 喜 美 さん 明治38.９.12生 〔99歳・高田町３東〕

児 玉 マ ス さん 明治38.10.24生〔98歳・稲　葉〕

尾 身 マ ス さん 明治39.１.31生 〔98歳・鉢第２〕

大 熊 マ サ さん 明治39.３.１生 〔98歳・下条中央通り〕

瀧 澤 ツ ヤ さん 明治39.３.30生 〔98歳・四日町第３〕

菅 村 三 好 さん 明治39.４.７生 〔98歳・西寺町〕

牧 野 キ ヨ さん 明治39.７.16生 〔98歳・下条中央通り〕

a 橋 健 治 さん 明治39.９.18生 〔98歳・本町５〕

小 林 イ ト さん 明治39.11.19生〔97歳・西本町２〕

上 原 ハ ナ さん 明治39.12.10生〔97歳・西浦町西〕

小 宮 山 マ ツ さん 明治39.12.15生〔97歳・下条中央通り〕

金 澤 ハ マ さん 明治40.１.15生 〔97歳・珠　川〕

夏 井 ヨ シ さん 明治40.２.９生 〔97歳・寿町２・３〕

津 畑 ミ サ さん 明治40.３.31生 〔97歳・太田島第２〕

池 田 ト メ さん 明治40.５.27生 〔97歳・下条中央通り〕

小 林 清 三 郎 さん 明治40.７.17生 〔97歳・高田町１〕

牧 野 五 作 さん 明治40.８.５生 〔97歳・宮下町東〕

武 田 サ キ さん 明治40.８.16生 〔97歳・諏訪町〕

上 村 ト ク さん 明治40.９.18生 〔97歳・馬場第３〕

齋 木 ス ガ さん 明治40.10.３生 〔96歳・落之水〕

田 口 國 吉 さん 明治40.10.26生〔96歳・本町４〕

生 越 マ コ さん 明治40.11.22生〔96歳・下条中央通り〕

庭 野 ヨ イ さん 明治40.12.２生 〔96歳・江　道〕

仲 　 ケ フ さん 明治41.１.２生 〔96歳・宮下町西〕

米持ハルイチ さん 明治41.１.29生 〔96歳・春日町３〕

生 越 伊 三 郎 さん 明治41.２.６生 〔96歳・下条栄町〕

生 越 キ ヌ さん 明治41.２.10生 〔96歳・諏訪町〕

桑 原 ハ ナ さん 明治41.３.28生 〔96歳・塩之又〕

池 田 チ ヤ ウ さん 明治41.４.14生 〔96歳・春日町３〕

俵 山 フ ジ ノ さん 明治41.６.７生 〔96歳・二ッ屋〕

大 津 イ セ さん 明治41.８.５生 〔96歳・魚之田川〕

湯 沢 増 太 郎 さん 明治41.８.25生 〔96歳・学校町１〕

服 部 朝 子 さん 明治41.９.14生 〔96歳・本町7-2〕

生 越 リ ノ さん 明治34.６.７生 〔103歳・上新田第３〕

樋 熊 キ ワ さん 明治35.11.30生〔101歳・新座第２〕

根 津 政 太 郎 さん 明治36.３.19生 〔101歳・本町7-2〕

田 邉 軍 司 さん 明治36.９.23生 〔100歳・駅通り〕

村 山 仙 平 さん 明治37.４.23生 〔100歳・本町7-2〕

阿 部 ト マ さん 明治37.11.27生〔99歳・水野町〕

齋 木 奥 藏 さん 明治38.２.28生 〔99歳・泉　町〕

林 　 ナ ミ さん 明治38.９.７生 〔99歳・小泉第１〕

村 山 キ ミ さん 明治38.10.７生 〔98歳・川治下町第２〕

桐 生 キ ク 井 さん 明治38.11.11生〔98歳・北新田第１〕

西 川 ソ メ さん 明治39.２.25生 〔98歳・四日町第２〕

庭 野 他 作 さん 明治39.３.21生 〔98歳・中条八幡〕

樋 口 シ ズ さん 明治39.４.５生 〔98歳・下条中央通り〕

涌 井 常 作 さん 明治39.４.10生 〔98歳・高島第２〕

樋 口 タ カ さん 明治39.７.31生 〔98歳・谷内丑第２〕

富 澤 　 綱 さん 明治39.10.27生〔97歳・貝ノ川〕

関 口 ハ ヤ さん 明治39.12.５生 〔97歳・宮下町東〕

茂 野 チ ヨ ウ さん 明治39.12.10生〔97歳・新座第４の２〕

今 井 剛 平 さん 明治39.12.19生〔97歳・泉　町〕

上 村 ノ イ さん 明治40.１.20生 〔97歳・北新田第２〕

野 上 い と ゑ さん 明治40.２.18生 〔97歳・高島第２〕

馬 場 ミ ツ さん 明治40.４.10生 〔97歳・小泉第１〕

金 h 清 さん 明治40.７.15生 〔97歳・高山第２〕

根 津 ツ ネ さん 明治40.７.25生 〔97歳・袋町中〕

樋 口 ヨ シ さん 明治40.８.５生 〔97歳・中在家〕

池 田 ト メ さん 明治40.８.18生 〔97歳・轟　木〕

関 口 シ ン さん 明治40.９.27生 〔96歳・上川町〕

山 内 レ ン さん 明治40.10.６生 〔96歳・本町３〕

保 坂 ス イ さん 明治40.11.20生〔96歳・姿第１〕

福 原 ム ラ さん 明治40.11.25生〔96歳・上新田第３〕

村 山 モ ト さん 明治40.12.18生〔96歳・本町６-１〕

村 山 タ マ さん 明治41.１.２生 〔96歳・伊達第４〕

池 田 フ ジ さん 明治41.２.１生 〔96歳・稲荷町１〕

阿 部 ト イ さん 明治41.２.６生 〔96歳・幸　町〕

阿 部 セ ン さん 明治41.３.19生 〔96歳・北新田第１〕

村 山 ヨ リ さん 明治41.４.１生 〔96歳・野　田〕

阿 部 ハ ル さん 明治41.５.16生 〔96歳・上　町〕

渡 邊 ヨ シ さん 明治41.６.17生 〔96歳・仙之山〕

a 橋 チ イ さん 明治41.７.25生 〔96歳・本町６-１〕

金 澤 太 郎 吉 さん 明治41.８.23生 〔96歳・太田島第１〕

庭 野 六 郎 さん 明治41.８.27生 〔96歳・赤倉〕

今
年
度
、
市
内
で
１
０
０
歳
を
迎
え
る

の
は
、
村
山
ハ
ル
さ
ん
（
水
口
）、
村
山
仙

平
さ
ん
（
本
町
７
│
２
）、
小
野
塚
キ
ヨ
さ

ん
（
昭
和
町
４
）、
阿
部
ト
マ
さ
ん
（
水
野

町
）、
村
山
ス
ミ
さ
ん
（
下
条
中
央
通
り
）、

齋
木
奥
藏
さ
ん
（
泉
町
）
の
６
人
で
す
。

９
月
21
日
c
に
は
、
滝
沢
市
長
と
関
口

助
役
、
県
十
日
町
地
域
振
興
局
の
阿
部
健

康
福
祉
部
長
と
井
上
健
康
福
祉
副
部
長
が

６
人
を
訪
問
し
て
内
閣
総
理
大
臣
の
祝
状

と
銀
杯
、
県
知
事
の
祝
状
と
記
念
品
、
市

長
の
祝
状
及
び
祝
金
と
記
念
品
を
手
渡
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
元
気
に
出
迎
え
、
感

謝
の
言
葉
や
１
０
０
歳
を
迎
え
た
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。

全
国
で
１
０
０
歳
以
上
の
人
は
、
昨
年

よ
り
２
、４
７
７
人
増
え
、過
去
最
多
の
２

３
、０
３
８
人
（
９
月
末
現
在
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
潟
県
で
は
昨
年
よ
り

74
人
増
え
、５
４
７
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
市
で
は
、
元
気
な
高
齢
者
を

増
や
そ
う
と
「
た
っ
し
ゃ
で
１
０
０
」
事

業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
１
０
０
歳

の
長
寿
を
迎
え
た
皆
さ
ん
に
学
び
、
こ
れ

か
ら
も
多
く
の
人
が
た
っ
し
ゃ
で
１
０
０

歳
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
。

齋木　奥藏 さん

小野塚　キヨ さん村山　ハル さん

阿部　トマ さん

新潟県と十日町市では、敬老の日に合わせて100歳を迎える人を

お祝いしました。今年度、市内では６人が100歳の仲間入りを果た

します。これで、市内の100歳以上の高齢者は14人になります。

村山　スミ さん
（直前に体調を崩し、残念ながら直接祝状
などを受け取ることができませんでした）

村山　仙平 さん

～今年度市内では６人が仲間入り～
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公
民
館
本
館
・
市
民
会
館

10
月
30
日
G
午
前
９
時
〜
午
後
10
時

31
日
A
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

公
民
館
利
用
者
の
日
ご
ろ
の
学
習
成
果
や
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
お
出
で
く

だ
さ
い
！

■
日
時
＝
30
日
g
午
前
10
時
〜

■
対
象
＝
小
学
生
　
※
要
事
前
申
込
み

①
講
座
生
と
利
用
団
体
に
よ
る
作
品
展
示

（
洋
画
、
版
画
、
手
工
芸
、
陶
芸
、
写
真
な
ど
）

②
明
石
学
級
に
よ
る
お
寿
司
・
赤
飯
販
売
、

廃
油
せ
っ
け
ん
販
売
、

リ
サ
イ
ク
ル
品
バ
ザ
ー
、

も
ち
つ
き
大
会

③
国
際
大
学
留
学
生
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

（
利
用
団
体
協
議
会
主
催
）

催
し
物

普段公民館で学んでいる青年学級生のお兄さん・お姉さんたちが先生になって、日ごろの成果

を小学生のみんなに楽しく教えます。好きなメニューを１つ選んで申込んでください！

④青年学級フェスティバル

■日時＝31日a午前９時～　■申込み＝10月20日dまでに、公民館本館157－5011

■
会
場
＝
市
民
会
館

■
上
映
作
品

「
夫
婦
善
哉
」（
１
９
５
５
年
、
１
２
０
分
）

出
演
＝
森
繁
久
弥
・
淡
島
千
景
ほ
か

「
夜
の
河
」（
１
９
５
６
年
、
１
０
４
分
）

出
演
＝
山
本
富
士
子
・
上
原
謙
ほ
か

「
五
番
町
夕
霧
楼
」（
１
９
６
３
年
、
１
３
７
分
）

出
演
＝
佐
久
間
良
子
・
河
原
崎
長
一
郎
ほ
か

「
夢
千
代
日
記
」（
１
９
８
５
年
、
１
２
９
分
）

出
演
＝
吉
永
小
百
合
・
北
大
路
欣
也
ほ
か

■
上
映
日
程

30
日
g

午
後
１
時
〜
　
　
　
夫
婦
善
哉

午
後
３
時
10
分
〜
　
夜
の
河

午
後
５
時
５
分
〜
　
五
番
町
夕
霧
楼

午
後
７
時
30
分
〜
　
夢
千
代
日
記

31
日
a

午
前
10
時
〜
　
　
　
夫
婦
善
哉

午
後
０
時
10
分
〜
　
夜
の
河

午
後
２
時
５
分
〜
　
五
番
町
夕
霧
楼

午
後
４
時
30
分
〜
　
夢
千
代
日
記

■
入
場
料

共
通
券
１
、
０
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

※
両
日
全
作
品
の
鑑
賞
が
可
能
で
す

■
入
場
券
販
売
所

公
民
館
本
館
・
各
地
区
館
、
情
報
館
、

ク
ロ
ス
10
、
キ
ナ
ー
レ

■
問
合
せ

公
民
館
本
館
1
57
│
５
０
１
１

⑤
「
な
つ
か
し
の
日
本
映
画
」
上
映
会

多
彩
な
ス
タ
ー
の

魅
力
あ
ふ
れ
た
名
作
を
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か

と
お
か
ま
ち

公
民
館
ま
つ
り

4

秋の公民館     まつり・文化祭＆映画会�
地区公民館＆分館

公民館まつり・文化祭日程

※中条地区公民館（北分館と合同）は10月２日g・３日aに実施しました

上組分館（原集落センター）

川治地区公民館

吉田地区公民館

大井田分館

（大井田コミュニティセンター）

六箇地区公民館

名ヶ山分館

（旧名ヶ山小学校）

下組分館

（水口集落センター）

日
時

会
場

飛渡地区公民館（飛渡分館と合同）

水沢地区公民館（野中分館と合同）

東部分館（飛渡第二小学校）

真田分館（真田小学校）

上新田分館（上新田公民館）

下条地区公民館

新座分館

（新座コミュニティセンター）

東下組分館

（東下組小学校と合同）

地区公民館＆分館
公民館まつり・文化祭日程

英 語

パ ソ コ ン

ミニドラマ

焼 き 物

手 話

小学４年生

以　　上

15人

14人

５人

20人

なし

200円

300円

200円

300円

無　料

筆記用具

筆記用具

筆記用具

手ふきタオル

筆記用具

友だちや家族に英語ですてきなメッ

セージカードを作ろう！

パソコンを使って友だちに自慢でき

る面白いシールを作ろう！

企画・出演してみんなで楽しいミニ

ドラマを作ろう！

色粘土を使ってお皿に楽しく絵をか

こう！

楽しいゲームでいろんな手話を覚え

よう！

小学３年生

以　　上

メニュー 対象学年 定　員 参加費 必要な物 内　　　　容
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◆
上
水
道
は
単
独
会
計

市
の
水
道
事
業
は
、
十
日
町
・
中
条
・

川
治
の
平
場
地
区
に
給
水
し
て
い
る
上
水

道
事
業
と
、
そ
の
ほ
か
の
地
区
に
24
施
設

あ
る
簡
易
水
道
事
業
の
２
つ
に
区
分
さ
れ
、

会
計
は
そ
れ
ぞ
れ
別
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
上
水
道
は
独
立
採
算
制

上
水
道
事
業
に
は
、
地
方
公
営
企
業
法

が
適
用
さ
れ
、
企
業
会
計
方
式
で
処
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
独
立
採
算
制
を

と
っ
て
お
り
、
料
金
収
入
の
約
52
％
に
あ

た
る
企
業
債
（
借
入
金
）
の
元
利
償
還
金

を
は
じ
め
、
人
件
費
・
動
力
費
・
修
繕
費
・

薬
品
費
な
ど
す
べ
て
の
経
費
を
水
道
料
金

な
ど
の
事
業
収
入
で
ま
か
な
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

◆
経
営
面
は
黒
字
決
算

15
年
度
の
料
金
収
入
は
、
使
用
水
量
の

減
少
の
た
め
14
年
度
よ
り
約
６
９
１
万
円

減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
費
用

は
、
支
払
利
息
な
ど
の
減
に
よ
り
約
１
３

４
万
円
減
少
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
結
果
、

収
益
的
収
支
で
は
約
１
億
60
万
円
の
純
利

益
を
計
上
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
水
道
施
設
の
建
設
改
良
に
充

て
る
資
本
的
収
支
は
、
収
入
不
足
の
た
め

減
債
積
立
金
や
損
益
勘
定
留
保
資
金
（
減

価
償
却
費
の
よ
う
に
収
益
的
収
支
に
お
い

て
現
金
の
支
払
を
必
要
と
し
な
い
費
用
）

な
ど
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

◆
主
な
施
設
改
良
事
業

32
か
所
、
計
５
、
３
１
１
ｍ
の
配
水
管

等
布
設
や
布
設
替
工
事
の
ほ
か
、
中
条
八

幡
地
内
消
火
栓
新
設
工
事
を
実
施
し
ま
し

た
。

◆
企
業
債
の
状
況

水
道
事
業
は
、
多
額
を
必
要
と
す
る
施

設
整
備
費
を
長
期
借
入
の
企
業
債
で
充

て
、
そ
の
後
の
料
金
収
入
で
償
還
し
て
い

く
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
15
年
度
は

施
設
改
良
費
に
充
て
る
た
め
、
新
た
に
企

業
債
を
１
、０
０
０
万
円
借
入
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
過
去
の
企
業
債
償
還
金
と
し
て

約
1
億
８
、８
３
４
万
円
返
済
し
た
結
果
、

年
度
末
の
未
償
還
残
高
は
約
20
億
７
、
４

９
１
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

●上水道事業の業務量状況

区　　　　分 15年度 前年比（％）

年度末給水栓数（栓） 9,643

27,020

3,420,319

3,032,716

88.67

317

122,923

14年度

9,711

27,291

3,537,507

3,075,724

86.95

315

120,708

99.30

99.01

96.69

98.60

101.98

100.63

101.84

年度末給水人口（人）

年 間 総 配 水 量（k）

有 収 水 量（k）

有 収 率（％）

年度末消火栓数（基）

年度末配水管総延長（ｍ）

●資本的収入及び支出（消費税込） （単位：万円）

※収入が支出に対して不足する額２億7,022万円は、損益勘
定留保資金などで補てんしました。

支　　　　　出収　　　　　入

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

建設改良費

企業債償還金

合　　計

1億9,702

1億8,834

3億8,536

企 業 債

負 担 金

補 償 金

加 入 金

合　　計

1,000

1,758

7,779

977

1億1,514

●貸借対照表（平成16年３月31日現在） （単位：万円）

※資本金のうち20億7,491万円は企業債（借入資本金）です。

資　　　　　産 負債及び資本

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

固 定 資 産

流 動 資 産

合　　計

33億5,768

4億4,222

37億9,990

9,240

1億0,985

27億5,794

8億3,971

37億9,990

固 定 負 債

流 動 負 債

資 本 金

剰 余 金

合　　計

上
水
道
の
決
算

平
成
15
年
度
の
水
道
事
業
会
計
決
算
が
、
９
月
に
行
わ

れ
た
市
議
会
第
3
回
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●収益的収入及び支出
（消費税抜）

W A T E R S U P P L Y

年
度

15

●問合せ　水道局

157－3111（内線242）

W A T E R S U P P L Y

第37回市 展
─ 十日町市美術展 ─

16年度「とおかまち市民大学」講座
～高齢者を支える地域介護をめざして～

■会場＝公民館本館　　■時間＝午後７時～９時　　■受講料＝無料　　■定員＝先着100人

■申込み＝11月２日cまでに、公民館本館157－5011 ※すべてに出席できない人も、ぜひ申込んでください

11月９日C

これからの高齢者介護と地域社会のあり方
講師＝川村匡

まさ

由
よし

さん（武蔵野大学大学院教授）

高齢者介護を支えるためにどのような地域社会のあり方が求められるのか。これからの
高齢者介護の望ましい方向について考えます。

突然の介護問題にどう向き合うか
映画「ちぎれ雲～いつか老人介護～」を鑑賞

細川直美・田中実主演の映画「ちぎれ雲～いつか老人介護～」の鑑賞を通して、ある日
突然、家族の介護に直面した場合に、私たちはどのように対応したらよいのか考えます。

地域に広がる助け合いの輪
講師＝河田珪

けい

子
こ

さん（「うちの実家」代表、前7新潟市福祉公社まごころヘルプ室長）

ＦＮＳドキュメンタリー大賞ノミネート作品「ひとりぼっちにサヨナラ」で取り上げら
れた新潟市の有償ボランティア「まごころヘルプ」。活動を紹介し、市民の力で高齢者を支
える取り組みを学びます。

高齢社会における私たちの生き方
講師＝山本高史さん（小国町立診療所医師）

高齢社会の現在、よりよく老後を生きるために、私たち一人ひとりはどうしたらよいの
か。新潟日報で「幸せな最期のために」を連載中の山本先生とともに医療や福祉の状況も
交えながら考えます。

11月16日C

11月30日C

12月７日C

“我らがまちの芸術家”の力作をぜひご鑑賞く

ださい。開場式・表彰式にもお出かけください。

・日本画・洋画・版画・現代美術

・彫刻・工芸・書道・写真

■会　期：10月23日g～26日c

午前９時～午後８時

（26日は午後４時まで)

■開場式・表彰式

：23日g午前９時～

■会　場：市民体育館

■問合せ：社会教育課（公民館本館内）

157─5011

◆指揮/山田和樹　◆ピアノ/湯浅加奈子
◆地元中学生と

東京混声合唱団が「大地讃頌」を合同演奏

11月7日A 午後２時開演（1時30分開場）

市民会館ホール（全席自由）
※入場は小学生以上に限ります。

前売券/高校生以上3,000円　小・中学生1,500円
プレイガイド/公民館本館・地区館、情報館、

クロス10ほか
問合せ/公民館本館157－5011

日本を代表するプロ合唱団がやって来るZ

東京混声合唱団
十日町市特別演奏会



落語の裏側から古典落語まで約300人が
腹を抱えて大笑いした桂歌助さん（市内
駅通り出身）の健康づくり講演会
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健康づくりフェア2004
表 ＊　彰 ＊　者

健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
・
市
民
福
祉
ま
つ
り
２
０
０
４
が
10
月
３
日
A
、

ク
ロ
ス
10
と
キ
ナ
ー
レ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
・

相
談
な
ど
多
彩
な
催
し
に
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

ブラッシング指導（歯科衛生士）

不用コピー用紙からはがきづくり

廃油せっけんの実演・販売

健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア

市
民
福
祉
ま
つ
り

２
０
０
４

十
日
町
市
環
境
フ
ェ
ア
が
10
月
３
日
A
、
キ
ナ
ー
レ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ
ち
ら
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小雨まじりのあいにくの天候
の中、31人が約６㎞を完歩し
た健康ウォーキング

手型プレゼント
（歯科技工士会）

長年にわたり献血にご協力いただいた皆さん

と、よい歯の高齢者・母子が表彰されました。

15年度献血功労者

◆150回：大熊春男さん（上町）

◆100回：村山正基さん（塚田）

上村隆平さん（北新田１）

◆70回：６人　◆50回：５人

よい歯の表彰

◆よい歯の母子：樋口絹代さん・空ちゃん（上

川町）村山清子さん・咲良ちゃん（野中）村

山里子さん・穂奈美ちゃん（稲荷町４）柳麻

美さん・雅人ちゃん（小泉２）

◆よい歯の高齢者（県いきいき人生よい歯のコ

ンクール奨励賞）：庭野喜好さん（稲荷町４）

野
菜
や
果
物
な
ど
の
農
産
物
は
、
季
節

や
産
地
を
問
わ
ず
一
年
中
店
頭
に
並
び
、

簡
単
に
手
に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
食
に
対
す
る
信
頼
性
が
揺
ら
い

で
い
る
昨
今
、
消
費
者
の
食
べ
物
に
対
す

る
安
全
志
向
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

地
産
地
消
と
は
、
地
域
で
生
産
さ
れ
た

農
産
物
を
そ
の
地
域
で
消
費
す
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、
地
域
の
農
業
を
よ
く
知
り
、

豊
か
な
食
生
活
を
実
現
し
て
い
こ
う
と
す

る
取
り
組
み
で
も
あ
り
ま
す
。
地
域
で
生

産
さ
れ
た
農
産
物
を
そ
の
地
域
で
消
費
す

る
こ
と
で
、
消
費
者
が
生
産
者
を
身
近
に

感
じ
、
新
鮮
で
安
心
感
の
あ
る
食
材
を
地

元
か
ら
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
校
給
食
は
、
安
全
で
お
い
し
く
食
べ

る
こ
と
に
加
え
、
地
域
の
農
業
や
生
命
の

あ
り
方
を
見
つ
め
直
す
機
会
に
な
る
な
ど
、

食
教
育
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。市

で
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
学
校
給
食

の
食
材
と
し
て
、
週
１
回
地
元
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
を
使
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
豚
肉
の

ほ
ぼ
全
量
は
、
地
元
で
生
産
さ
れ
て
い
る

妻
有
ポ
ー
ク
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
15
年
度
の
市
の
学
校
給

食
で
使
用
し
て
い
る
野
菜
類
の
県
内
産
の

割
合
は
約
30
％
、
市
内
産
で
は
約
８
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
地
元
で

と
れ
た
野
菜
な
ど
の
食
材
を
、
ど
う
増
や

し
て
い
く
か
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
で
と
れ
る
旬

し
ゅ
ん

の
食
材
を
使
っ
た
郷

土
料
理
が
見
直
さ
れ
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運

動
と
し
て
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
十
日
町
で
は
、
若
い
人
た
ち
に
安

全
・
安
心
な
郷
土
食
を
受
け
継
ぐ
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
７
月
に
は

３
日
間
に
わ
た
り
「
笹
だ
ん
ご
手
作
り
体

験
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

公
民
館
や
小
・
中
学
校
の
総
合
学
習
な
ど

で
も
郷
土
料
理
を
見
直
し
、
伝
承
し
て
い

く
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

買
い
物
の
際
、
値
段
を
目
安
に
品
物
を

選
び
が
ち
で
す
。
特
に
農
産
物
を
買
う
と

き
は
、
生
産
地
も
気
に
と
め
て
見
て
く
だ

さ
い
。
で
き
る
だ
け
地
元
の
安
全
な
食
べ

物
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

◆
問
合
せ

農
林
課
農
業
振
興
係

1
57
│
３
１
１
１
（
内
線
３
３
１
）

市内各所で見られる、農家の人が新鮮な農産物を販売する直売所

や朝市。生産者の顔が見える安心・安全な農産物、地元でとれる食

材を求めて、地域の人たちが買い物に訪れています。食への関心が

高まる中、市では地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

を推進しています。

地元の“旬
しゅん

”を楽しみましょう

JA十日町の｢笹だんご手作り体験教室｣

地
産
地
消
と
は
―

高
ま
る
食
へ
の
関
心

見
直
さ
れ
る
郷
土
料
理

地
産
地
消
を

推
進
し
ま
し
ょ
う

平成15年度十日町市の学校給食における地場産野菜類の年間使用量

市
の
学
校
給
食
の
取
り
組
み

区　　分

野 　 菜

果 　 物

き の こ

合 　 計

割 　 合

年間総使用量
（㎏）

うち県内産使用量
（㎏）

うち市内産使用量
（㎏）

8,815

4

1,453

10,272

8.2％

34,994

1,684

2,755

39,433

31.6％

95,508

25,432

3,745

124,685

─



11 平成16年10月10日号 10

サッカーワールドカップクロアチア代表チームの十日町キ

ャンプを記念した「クロアチアカップサッカーフェスティバ

ル」が９月25日G・26日Aにクロアチアピッチで開催され

ました。26日には第２回ミニサッカー大会が行われ、６つ

のカテゴリーに市内外の22チーム約180人が参加してクロア

チアカップを争いました。また、２日間にわたり柏レイソル

サッカースクールも行われ、さわやかな秋風の中、延べ300

人の小学生がサッカーボールを追いかけていました。

2002FIFAワールドカップ記念事業
クロアチア代表チーム十日町キャンプメモリアルイベント

妻有大橋たもとのつまりっ子ひろば周辺で９月26日a、信濃川水

辺の楽校が開催されました。水生生物や植物・昆虫・野鳥などを観察

しながら自然や信濃川に親しむことを目的に、毎年開催されているも

のです。３回目の開催となる今回は、昆虫や野鳥、植物観察など5つ

のコースに小・中学生や保護者など約250人が参加しました。約30人

が参加した水生生物観察では、子どもたちが川に入り、網を使ったり

石をひっくり返したりしながら生物を探し、魚や虫を見つけては大き

な歓声をあげていました。また、約40人が参加した魚釣りでは、ニ

ジマスを10匹以上釣る人が出るなど大盛況でした。参加者は、最後

にふるまわれた豚汁に舌つづみを打ち、秋の信濃川を満喫しました。

10月３日a、中条地区振興会（須藤誠也会長）主催の「笹山じょ

うもん市2004」が、国宝出土地の笹山遺跡周辺で開催されました。

今年で５回目を迎えた笹山じょうもん市は、ミス十日町雪まつりと

北越マーチング鼓隊を先頭に、縄文時代の衣装をまとった地元の人た

ちなどによる縄文パレードで始まりました。会場には、縄文時代の暮

らしぶりをより身近に感じてもらおうと、土器づくりやアンギン編み、

火起こしなど、多くの体験コーナーが設けられたほか、黒米やどんぐ

り、鮭を使った料理もふるまわれました。また、考古学者の小島俊彰

さんと俳優で考古学者の苅谷俊介さんによる縄文トークが行われ、参

加者は遠い昔の暮らしに思いをはせていました。

ア
メ
リ
カ
ン
キ
ル
ト
や
ハ
ワ
イ
ア
ン
キ
ル
ト

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ル
ト
作
品
を
集
め
た
「
き

も
の
の
街
の
キ
ル
ト
展
」
が
10
月
２
日
g
か
ら

市
内
７
会
場
で
始
ま
り
ま
し
た
。
市
街
地
を
楽

し
く
歩
い
て
も
ら
お
う
と
、
商
店
街
の
空
き
店

舗
を
利
用
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
本

町
通
り
の
６
会
場
に
は
、
市
内
外
８
団
体
の
作

品
の
ほ
か
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
グ
ア
ム
な
ど
海
外

作
品
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
キ
ナ
ー
レ

で
は
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
キ
ル
ト
展
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
10
月
24
日
a
ま
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

き
も
の
の
街
の
キ
ル
ト
展

10月２日g～３日a、埼玉県東鷲宮小学校６年生の児童

48人が引率の教員とともに赤倉を訪れ、秋の収穫作業やわ

ら細工体験などを行いました。

今回収穫した米やサツマイモは、東鷲宮小学校の５年生が

５月に赤倉を訪れた際に植えたものです。子どもたちは立派

に育った秋の実りに歓声を上げ、収穫の喜びを味わっていま

した。また、赤倉神楽の鑑賞やわら細工作り、もちつき体験

なども行い、地域の人と交流を深めました。この交流は、集

落全体でホームステイを受け入れるなど赤倉集落活性化の取

り組みとして、平成12年から続いています。

９
月
25
日
g
、
第
６
回
あ
て
ま
森
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
、
親

子
連
れ
な
ど
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
雪
国
自
然
観
察
指
導
員
の
案
内

で
森
の
中
を
散
策
し
た
後
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
を

楽
し
み
ま
し
た
。
五
十
嵐
正
子
さ
ん
と
地
元
演

奏
者
に
よ
り
「
さ
ん
ぽ
」
な
ど
お
な
じ
み
の
曲

が
演
奏
さ
れ
、
オ
カ
リ
ナ
の
豊
か
な
音
色
が
森

い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
演
奏
後
に
は
、

日
本
大
学
の
学
生
が
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ

に
焼
き
あ
げ
た
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
が
参
加
者
に

ふ
る
ま
わ
れ
、
大
好
評
で
し
た
。

川で遊び、川を学ぼう！ 笹山じょうもん市2004

東鷲宮小学校の児童が収穫体験

あ
て
ま
森
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

tokamachi topics tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画人事課広報広聴係
（157─3111内線213）へ、お気軽に
お寄せください。

第２回ミニサッカー大会優勝チーム

キ　ッ　ズ 長岡Ｕ-６Ａ（長岡市）

ジ ュ ニ ア 上川西ＪＦＣ（長岡市）

ジュニアユース 六日町ＦＣ（六日町）

シ　ニ　ア 富山40雀サッカークラブ

（富山県富山市）

ファミリー ＦＣ　ＫＯＣＯ（十日町市）

レディース ジャック（十日町市）
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健
全
な
日
常
生
活
を
送
る
た
め
に

は
、
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保
つ
必

要
が
あ
り
ま
す
。

歯
が
失
わ
れ
る
原
因
の
約
４
割
は

歯
周
病
で
、
成
人
の
約
８
割
が
歯
周

病
に
か
か
っ
て
い
ま
す
（
平
成
11
年

県
民
歯
科
疾
患
実
態
調
査
）
。
生
涯

に
わ
た
っ
て
食
生
活
や
会
話
を
楽
し

み
、
豊
か
な
表
情
を
保
つ
た
め
に
は

自
分
の
歯
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

歯
周
病
は
、
歯
肉
炎
と
歯
周
炎
に

大
き
く
分
か
れ
ま
す
。
細
菌
に
よ
る

炎
症
が
歯
の
す
ぐ
周
囲
に
と
ど
ま
る

も
の
を
歯
肉
炎
と
言
い
、
さ
ら
に
炎

症
が
進
ん
で
骨
や
繊
維
を
破
壊
す
る

も
の
を
歯
周
炎
と
呼
び
ま
す
。

歯
周
病
に
な
り
や
す
い
人

・
口
の
中
の
こ
と
に
関
心
が
薄
い

・
歯
な
ら
び
が
悪
い

・
歯
ぎ
し
り
が
多
い

・
喫
煙
や
ス
ト
レ
ス
が
多
い

歯
周
病
が
進
行
す
る
と
、
「
口
臭

が
す
る
」
「
歯
肉
が
は
れ
、
血
が
で

る
」
「
冷
た
い
水
が
し
み
る
」
な
ど

の
症
状
が
で
て
き
ま
す
。
重
症
に
な

る
と
歯
は
ぐ
ら
つ
き
、
所
定
の
位
置

か
ら
ず
れ
て
き
て
、
硬
い
も
の
が
か

め
な
く
な
り
ま
す
（
下
図
参
照
）
。

放
置
す
る
と
歯
は
抜
け
落
ち
て
し
ま

い
ま
す
。

歯
周
病
へ
の
対
策

①
食
後
は
必
ず
歯
を
磨
く

②
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
な
ど
を
使
い
、

歯
と
歯
の
間
の
掃
除
を
す
る

③
歯
石
は
定
期
的
に
除
去
す
る

④
タ
バ
コ
を
す
わ
な
い

⑤
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る

成
人
の
約
８
割
が
歯
周
病

歯
周
病
が
進
行
す
る
と
？

いけだ　りおんちゃん　平成15年1月17日生まれ　学校町1

ち
ゃ
ん

31

池
田
　
　
璃
音 はずかしがりの璃音ちゃんですが、ほんとはおしゃべりがとっても上手。

仲良しの波
なみ

葵
き

おにいちゃんとは、けんかしても負けてません。「しまじろう」

のビデオが大好きで、笑顔がとってもチャーミングな璃音ちゃんです。

歯
周
病
と
は
？

おいしくかむためには何本の歯が必要ですか

出
稼
ぎ
に
よ
り
男
手
の
な
く
な
る
地

域
に
と
っ
て
、
県
道
で
さ
え
無
雪
で
は

な
い
時
代
、
冬
場
の
消
防
体
制
は
と
て

も
不
安
で
し
た
。
昭
和
51
年
、
野
中
地
区
の

ポ
ン
プ
の
入
魂
式
の
と
き
に
婦
人
消
防
隊
の

話
が
出
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
住
民
の

話
し
合
い
か
ら
始
ま
り
、
消
防
署
や
市
長
へ

要
望
な
ど
紆う

余よ

曲
き
ょ
く

折せ
つ

を
経
て
、
52
年
９
月
10

日
、
十
日
町
市
で
初
め
て
の
婦
人
消
防
隊
が

誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
活
躍
さ
れ
た
皆

さ
ん
の
う
ち
６
人
は
現
在
も
野
中
在
住
で
す
。

「
夕
飯
後
、
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ポ

ン
プ
操
法
の
訓
練
を
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

子
育
て
で
忙
し
い
と
き
だ
っ
た
の
で
、
正
直

大
変
で
し
た
。
家
族
の
協
力
が
な
け
れ
ば
で

き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。
で
も
、
自
分

た
ち
の
村
は
自
分
た
ち
で
守
ろ
う
、
火
事
を

出
す
も
防
ぐ
も
自
分
次
第
な
ん
だ
、
と
い
う

気
持
ち
で
一
生
懸
命
で
し
た
。
ポ
ン
プ
の
エ

ン
ジ
ン
が
な
か
な
か
か
か
ら
な
く
て
大
変
だ

っ
た
ん
で
す
よ
。
敬
礼
も
上
手
に
で
き
な
く

て
、
何
回
も
や
り
直
し
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

市
の
消
防
演
習
や
、
婦
人
消
防
団
全
国
大
会

に
も
出
場
し
た
ん
で
す
。
訓
練
は
、
確
か
に

苦
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
段
々
楽
し
み
に
変
わ

っ
て
き
ま
し
た
ね
。
あ
の
と
き
だ
か
ら
や
れ

た
、
あ
の
と
き
や
っ
た
こ
と
が
今
、
生
き
る

力
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
」

当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
話
を
す
る
お

母
さ
ん
た
ち
の
表
情
は
、
26
年
前
の
表
紙
写

真
の
よ
う
に
、
と
て
も
輝
い
て
い
ま
し
た
。

昨
年
11
月
か
ら
ぺ
ぺ
ロ
ッ
ソ
で
働
き
は
じ

め
、
今
年
４
月
か
ら
ア
ン
ジ
ェ
ロ
で
ジ
ェ
ラ

ー
ト
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
か
ら

１
年
、
知
名
度
も
上
が
り
常
連
さ
ん
も
で
き

ま
し
た
。
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
買
い

に
来
て
く
れ
る
人
も
い
る
ん
で
す
よ
。

ジ
ェ
ラ
ー
ト
は
常
に
14
種
類
、
フ
レ
ッ
シ

ュ
ミ
ル
ク
や
バ
ニ
ラ
な
ど
の
定
番
の
ほ
か
、

日
替
わ
り
も
あ
り
ま
す
。
津
南
の
生
乳
や
雪

味
に
ん
じ
ん
な
ど
地
元
の
食
材
を
使
い
、
ラ

ム
レ
ー
ズ
ン
も
自
分
で
漬
け
る
な
ど
、
細
か

い
と
こ
ろ
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
新
し

い
メ
ニ
ュ
ー
を
い
つ
も
考
え
て
、
健
康
志
向

や
ア
ジ
ア
ン
テ
ィ
ス
ト
な
ど
流
行
も
取
り
入

れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
ね
。

先
月
か
ら
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
販
売
も
始
め
ま
し
た
。

お
客
さ
ん
が
「
お
い
し
い
」

っ
て
言
っ
て
く
れ
る
と
、
や
っ

ぱ
り
う
れ
し
い
で
す
ね
。
お
店

は
１
人
な
の
で
、
忙
し
い
と
き

は
大
変
で
す
が
、
周
り
も
協
力

し
て
く
れ
、
友
だ
ち
も
遊
び
に

来
る
の
で
、
毎
日
楽
し
い
で
す
。

将
来
は
、
市
内
で
お
店
を
や

り
た
い
で
す
。
小
さ
く
て
も
、

友
だ
ち
同
士
の
集
ま
り
や
パ
ー
テ
ィ
ー
に
使

え
る
よ
う
な
カ
フ
ェ
で
す
。
ア
ン
ジ
ェ
ロ
で

は
お
客
さ
ん
の
反
応
が
見
え
る
の
で
、
今
は

す
ご
く
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

庭野恵さん
1983年生まれ　　　　

ジェラテリア・アンジェロ勤務

野中婦人消防隊
昭和53年6月10日号の市報の表紙を飾った、野中婦

人消防隊。今から26年前の晴れ姿です。

昭和53年6月10日市報第260号より

今
は
す
ご
く
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す

青
春

リ
レ
ー

先月の小林昌貴さんからバトンタッチ115

写真左から樋口操さん、村山昭代
さん、村山ミチ子さん、村山スミ
エさん、樋口カツミさん、村山マ
ヨさん、村山勇吉さん
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郷
土
の
生
ん
だ
偉
大
な
写
真
家
の

作
品
を
た
ん
能
し
て
く
だ
さ
い
。
●

日
時
＝
10
月
30
日
g
〜
11
月
７
日
a

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
●
会
場
＝
キ

ナ
ー
レ
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合
せ

＝
情
報
館
（
1
50
│
５
１
０
０
）

【
写
真
の
所
蔵
状
況
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
】
岡
田
紅
陽
氏
の
写
真
を

所
蔵
さ
れ
て
い
る
人
は
、
11
月
末
ま

で
に
情
報
館
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
結
果
に
つ
い
て
は
、
個
人
名
は

公
表
し
ま
せ
ん
。

初
心
者
対
象
の
講
習
会
で
す
。
で

き
れ
ば
下
絵
を
用
意
し
て
き
て
く
だ

さ
い
。●
日
時
＝
11
月
12
日
・
19
日
・

26
日
、
12
月
３
日
・
10
日
の
各
金
曜

日
午
後
７
時
〜
９
時
●
会
場
＝
公
民

館
本
館
●
参
加
費
＝
５
０
０
円
（
材

料
費
）
●
定
員
＝
20
人
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
11
月
５
日
f
ま
で
に
、
公

民
館
本
館
（
1
57
│
５
０
１
１
）

「
津
軽
弁
の
語
り
」
を
中
心
に
し

た
成
人
対
象
の
会
で
す
。
●
日
時
＝

10
月
23
日
g
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

●
会
場
＝
情
報
館
●
語
り
手
＝
蒔
苗

登
美
子
さ
ん
・
春
日
み
ど
り
さ
ん
●

入
場
料
＝
無
料
●
問
合
せ
＝
情
報
館

（
1
50
│
５
１
０
０
）

受
講
生
作
品
展
示
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
ダ
ン
ス
発
表
・
軽
食
・
お
茶
席
・

不
用
品
バ
ザ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
＝
10
月
31
日
a
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
●
会
場
＝
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
●
問
合
せ
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
（
1
57
│
８
９
１
８
）

【
こ
れ
か
ら
の
ガ
ン
対
策
〜
手
遅
れ

に
な
ら
な
い
た
め
の
医
師
か
ら
の
提

言
〜
】
●
日
時
＝
10
月
30
日
g
午
後

１
時
30
分
（
受
付
１
時
）
〜
３
時
30

分
●
会
場
＝
情
報
館
●
講
師
＝
十
日

町
病
院
・
福
成
博
幸
副
院
長
、
井
石

秀
明
外
科
部
長
●
参
加
費
＝
無
料
●

問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

（
内
線
１
４
２
）

●
日
時
＝
10
月
16
日
g
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
●
会
場
＝
中
条
中
学
校
●

内
容
＝
県
警
音
楽
隊
と
中
条
中
学
校

吹
奏
楽
部
に
よ
る
合
同
演
奏
な
ど
●

問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
内
線
１
５
７
）

全
国
の
き
も
の
関
連
染
色
作
家
な

ど
が
描
い
た
奉
納
絵
馬
か
ら
52
枚
を

特
選
展
示
し
ま
す
。
●
期
間
＝
10
月

23
日
g
〜
11
月
14
日
a
●
会
場
＝
ク

ロ
ス
10
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合
せ

＝
ク
ロ
ス
10
（
1
57
│
２
３
２
３
）

県
で
は
「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
●
日
時
＝
10
月
25
日
b
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
●
会
場
＝
パ
ス
ト
ラ

ル
長
岡
（
長
岡
市
）
●
講
師
＝
白
石

真
澄
東
洋
大
学
助
教
授
●
参
加
費
＝

無
料
●
問
合
せ
＝
県
労
政
雇
用
課
労

働
福
祉
・
雇
用
均
等
係
（
1
０
２
５

│
２
８
０
│
５
２
６
０
）

●
日
時
＝
10
月
17
日
a
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
●
会
場
＝
ほ
く
ほ
く
線
十

日
町
駅
前
広
場
●
内
容
＝
露
天
市
、

甘
酒
無
料
配
付
、
沿
線
名
物
駅
弁
コ

ー
ナ
ー
、
赤
倉
神
楽
な
ど
●
問
合
せ

＝
北
越
急
行
㈱
営
業
開
発
室
（
1
50

│
１
２
５
１
）

郡
市
錦
鯉
養
殖
協
議
会
の
会
員
が

育
て
た
錦
鯉
を
一
般
公
開
し
ま
す
。

●
日
時
＝
10
月
23
日
g
正
午
〜
午
後

３
時
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
問
合

せ
＝
Ｊ
A
十
日
町
園
芸
畜
産
課
（
1

57
│
１
５
７
３
）

12
人
の
織
人
染
人
会
員
に
よ
る
き

も
の
作
品
展
覧
会
で
す
。
●
日
時
＝

10
月
11
日
b
〜
24
日
a
午
前
10
時
〜

午
後
10
時
（
最
終
日
は
４
時
ま
で
）

●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
●
入
場
料
＝
無

料
●
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
1
52
│

０
１
１
７
）

●
期
間
＝
10
月
27
日
d
ま
で
●
会
場

＝
情
報
館
●
問
合
せ
＝
ひ
ま
わ
り
会

代
表
徳
永
守
司
（
1
58
│
３
４
１
２
）

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
と
、
今
ま
で
新
聞

に
連
載
さ
れ
た
絵
手
紙
ス
ケ
ッ
チ
展

で
す
。
●
期
間
＝
10
月
31
日
a
ま
で

●
会
場
＝
千
手
郵
便
局
●
問
合
せ
＝

谷
矢
暁
子
（
1
52
│
３
１
８
０
）

15 平成16年10月10日号 14

お知らせ・ガイド

●双葉会社中による

琴の演奏

●午前10時～午後３時

●十日町駅東口公園 日本庭園付近

徳永宗久社中による無料抹茶サービスです。

新潟県きものの女王、

ミス十日町雪まつり撮影会
●午前11時～正午　昭和町通りほか

全日本きものの女王、県きものの女王、ミス十日町雪

まつりをモデルにしての「園遊会撮影会」です。

花の和アート展
●昭和町NTT跡地

花や草木を題材にしたオブジェのコンテストです。

園遊会きものパーティ
●午後３時30分～

●昭和町NTT跡地　特設テント

「きものと秋の味覚」をテーマにおいしい料理とワイン

やビールなどが楽しめます。

アトラクション／「和 +」（きものを新感覚でリフォー

ムしたファッションショー）

演出・出演／十日町服飾専門学校生徒

きものストリート
各商店のウィンドーに十日町のきものを展示します。

園遊会昼食弁当
●割烹入舟、志天、だいさ、日本料理まえじま、松乃

寿司、きっちん愚留米

当日昼食のみの特別メニュー（1,200円）です。各店

でお召し上がりください。

園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席園遊会無料茶席

問合せ 新潟県きもの園遊会in十日町実行委員会

（商工会議所内）157-5111

青
少
年
ホ
ー
ム
祭

第
35
回
中
魚
沼
郡

十
日
町
市
錦
鯉
品
評
会

市
制
施
行
50
周
年
記
念

岡
田
紅
陽
写
真
展

年
賀
状
作
り
版
画
講
習
会

大
人
の
た
め
の
語
り
の
会

男
女
「
協
慟
」・
い
き
い
き

企
業
推
進
セ
ミ
ナ
ー

ひ
ま
わ
り
会
絵
画
展
覧
会

茂
野
孝
志
・
谷
矢
暁
子
二
人
展

織
人
染
人
会
展

駅
西
ま
つ
り

奉
納
絵
馬
展

高
齢
者
交
通
安
全
大
会

市
民
健
康
講
座

上越国際スキー場当間ゲレンデの20周年記念

イベントを開催します。

【スキー場を歩こう！】

●日　時 11月７日a

午前９時15分出発（８時45分～受付）

●コース 当間第１ゲレンデ～当間第６ロマンス

リフト乗り場（雨天時変更あり）

●参加費 1,000円（昼食付き、明石の湯入浴券

などの記念品あり）

【祝賀懇親会】

●日　時 11月７日a午後４時～

●会　場 クロス10

●会　費 3,500円

【申込み・問合せ】

10月25日bまでに、当間スキー場20周年記念

イベント実行委員会事務局

（観光交流課内157-3100）

当間スキー場を歩こう！＆祝賀懇親会
上越国際スキー場当間ゲレンデ20周年記念

当間スキー場を歩こう！＆祝賀懇親会

きものコーディネートコンテスト

「和ートきもの大集合」
●午前10時～　昭和町通り

「和」の文化を象徴するきものにアート感覚をプラスし

たコーディネートコンテストです。

昭和町「園遊会市」
●午前10時～午後４時　昭和町通り

和装小物などを販売します。

十日町きもの展示会
●昭和町通り

ステージショー
●午後１時～３時20分　昭和町NTT跡地特設ステージ

●柳都（新潟古町

芸妓）によるに

いがた踊り

●桂歌助師匠など

による江戸芸
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品　　　名番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

規　格 希望価格

豆 炭 こ た つ 87×87㎝ 無　料

電 気 こ た つ 70×70㎝ 無　料

こ た つ 板 90×90㎝ 無　料

こ た つ 板 74×74㎝ 無　料

黒 ダ ウ ン コ ー ト 身長150㎝用 無　料

畜熱電気ヒーター（夜間電気使用）東京電機工業製24×96×64㎝ 無　料

卓上電気スタンド 無　料

ベ ビ ー バ ス 無　料

食卓テーブル（いす付） ４人用 無　料

ベ ビ ー ベ ッ ド 木　製 3,000円くらい

ワ ー プ ロ シャープ書院 5,000円くらい

スタッドレスタイヤ 4本 195-80-15
ホイル付 無　料

石 油 タ ン ク 220㍑ 無　料

普通車スタッドレスタイヤ 4本ブリザック
155-80Ｒ-13 4,000円くらい

大 人 用 三 輪 車 5年くらい使用 無　料

和 裁 用 裁 ち 板 180×43㎝ 無　料

綿入れの丹前（2着） 男　物 無　料

ローリングモップ 替えモップ付 10,000円くらい

サ ロ ン ヒ ー タ ー コロナ製 無　料

ウォシュレット便座 無　料

チャイルドシート 新生児～３歳用 無　料

ベ ビ ー ベ ッ ド 無　料

和だんす（2さお） 105×175㎝ 無　料

洋だんす（1さお） 94×175㎝ 無　料

洋だんす（2さお） 105×175㎝ 無　料

三 面 鏡 小さめ 無　料

押 入 れ だ ん す ３　段 無　料

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

ジ ュ ニ ア シ ー ト 4～5歳用 500円くらい

カ ラ ー テ レ ビ 10,000円くらい

カ ラ ー テ レ ビ 5,000円くらい

折りたたみベッド 無　料

介護用ひじ掛付いす 無　料

車 い す 無　料

稲 架 け 器 無　料

とうみ（大豆もみ選別器） 3,000円くらい

5 0 ㏄ バ イ ク 不動車可 相談で

一 輪 車 4～5歳用、大人用 無　料

ア ル ペ ン ス キ ー 80㎝ 無　料

アルペン用スキー靴 16～20㎝ 無　料

ゆずってください……

*消費者協会（市民生活課生活環境係内線158）へ

*ゆずります受付開始 10月15日f 午前９時

ゆずります……

●
日
時
＝
10
月
24
日
a
午
後
３
時
〜

●
会
場
＝
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
フ
ォ
ー
ラ

ム
セ
ン
タ
ー
●
講
演
＝
「
女
性
・
家

族
〜
生
き
延
び
る
地
域
づ
く
り
〜
」

田
中
カ
ツ
イ
氏
●
入
場
料
＝
無
料
●

定
員
＝
先
着
２
０
０
人
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
の
ぞ
み
の
郷
・
新
墾
会
事

務
局
高
野
（
1
58
│
２
６
８
１
）

17
年
４
月
１
日
付
採
用
の
施
設
長

１
人
を
募
集
し
ま
す
。
●
受
験
資
格

＝
17
年
４
月
１
日
現
在
満
57
歳
〜
62

歳
（
昭
和
17
年
〜
22
年
生
ま
れ
）
の

人
で
、
社
会
福
祉
、
介
護
保
険
関
係

の
従
事
し
た
人
、
ま
た
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
能
力
を
有
し
、
施
設
を
適

切
に
管
理
運
営
で
き
る
人
で
、
採
用

条
件
を
満
た
す
人
●
採
用
条
件
＝
広

域
６
市
町
村
に
住
所
を
有
し
、
自
動

車
運
転
普
通
免
許
を
有
す
る
通
勤
可

能
な
人
●
採
用
試
験
日
＝
申
込
者
に

通
知
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
10
月
29

日
f
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

申
込
書
類
（
申
込
先
に
配
置
）
を
あ

か
ね
会
事
務
局
（
〒
９
４
８
│
０
１

２
２
川
西
町
大
字
上
野
甲
２
８
９
６

番
地
２
1
68
│
４
０
１
３
）
に
提
出
。

受
付
は
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

17
年
４
月
１
日
付
採
用
の
職
員
を

募
集
し
ま
す
。
●
募
集
職
種
・
人
数

＝
①
介
護
支
援
専
門
員
１
人
②
介
護

職
員
１
人
●
受
験
資
格
＝
①
介
護
支

援
専
門
員
の
資
格
を
有
し
、
自
動
車

運
転
普
通
免
許
を
有
す
る
人
②
介
護

福
祉
士
ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２

級
以
上
の
資
格
を
有
す
る
か
来
春
取

得
見
込
み
で
、
大
学
・
短
大
・
専
門

学
校
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
自

動
車
運
転
普
通
免
許
を
有
す
る
人
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
11
月
30
日
c
ま

で
に
、

や
ま
び
こ
（
1
50
│
１
５

１
５
）

17
年
４
月
１
日
付
採
用
の
介
護
職

員
２
人
を
募
集
し
ま
す
。
●
受
験
資

格
＝
①
17
年
３
月
31
日
現
在
満
20
歳

以
上
②
介
護
福
祉
士
資
格
、
社
会
福

祉
主
事
任
用
資
格
ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
１
級
修
了
資
格
を
有
す
る
か

来
春
取
得
見
込
み
の
人
③
自
動
車
運

転
普
通
免
許
を
有
し
広
域
６
市
町
村

在
住
で
通
勤
可
能
な
人
●
勤
務
場
所

＝
（福）
妻
有
福
祉
会
の
老
人
福
祉
施
設

●
採
用
試
験
日
＝
11
月
28
日
a
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
11
月
19
日
f
（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
申
込
書
類

（
申
込
先
に
配
置
）を
養
護
老
人
ホ
ー

ム
妻
有
荘
（
〒
９
４
９
│
８
５
２
５

幸
町
1
58
│
２
０
５
０
）
に
提
出
。

受
付
は
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

優
秀
な
情
報
処
理
技
術
者
を
養
成

し
ま
す
。
●
募
集
内
容
・
人
数
＝
①

普
通
課
程
・
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス
・
情
報
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
・
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス
（
２
年
）
50
人

②
短
期
課
程
・
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス
・
Ｏ
Ａ
秘
書
コ
ー
ス
（
１
年
）
20

人
●
入
学
選
考
日
＝
11
月
７
日
a
、

12
月
５
日
a
、
１
月
16
日
a
、
２
月

13
日
a
、
３
月
６
日
a
・
18
日
f
・

31
日
e
●
学
校
見
学
・
説
明
会
＝
随

時
●
資
料
請
求
・
問
合
せ
＝
信
濃
川

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
（
小
千
谷
市
1

０
１
２
０
│
４
０
５
０
７
０
）

テ
ー
マ
は
「
三
国
川
ダ
ム
周
辺
の

風
景
」「
ダ
ム
で
遊
ん
だ
思
い
出
」「
イ

ベ
ン
ト
」
で
す
。
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
10
月
30
日
g
（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
北
陸
地
方
整
備
局
三
国
川

ダ
ム
管
理
所
総
務
係
（
1
０
２
５
│

10
国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
国
土
の

適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
確

保
を
図
る
た
め
、
法
定
面
積
以
上
の

土
地
取
引
を
行
っ
た
場
合
、
土
地
の

所
在
す
る
市
町
村
を
経
由
し
て
都
道

府
県
知
事
に
届
出
を
す
る
こ
と
を
義

務
付
け
て
い
ま
す
。

◆
届
出
義
務
者
‥
権
利
取
得
者
（
売

買
で
あ
れ
ば
買
主
）

◆
届
出
時
期
‥
契
約
締
結
日
（
予
約

を
含
む
）
か
ら
２
週
間
以
内

◆
届
出
場
所
‥
土
地
の
所
在
す
る
市

町
村
役
場

◆
届
出
事
項
‥
①
土
地
売
買
な
ど
の

当
事
者
②
土
地
の
所
在
③
土
地
の

利
用
目
的
④
土
地
の
対
価
な
ど

◆
法
定
面
積
‥
①
市
街
化
区
域
２
、

０
０
０
㎡
以
上
②
都
市
計
画
区
域

（
①
を
除
く
）
５
、
０
０
０
㎡
以
上

③
都
市
計
画
区
域
外
１
０
、
０
０

０
㎡
以
上

※
個
々
の
取
引
面
積
は
小
さ
く
て

も
、
土
地
の
総
面
積
が
右
記
の
面

積
以
上
に
な
る
場
合
に
は
、
届
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

に
は
届
出
が
必
要
で
す

16
年
度
地
価
調
査
価
格
発
表

土
地
を
活い

か
し
て
創
る
明
る
い
未
来

月
は
土
地
月
間

地
価
調
査
は
適
正
な
土
地
価
格
を

公
表
し
、
土
地
売
買
の
目
安
に
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。
市
内
基
準
地

の
地
価
調
査
価
格
は
次
の
と
お
り
で

す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
調
査
価
格
な
ど
を
記
載
し
た
関

係
書
類
は
建
設
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

月
は
土
地
月
間

10

■
問
合
せ
＝
建
設
課
（
内
線
２
５
２
）

区 分 所　在、 地　番（行政区） 価　　格

住宅地

住宅地

住宅地

商業地

準工地

林　地

字春日86番 （春日町１）

字上原子41番 （袋町中）

南新田町２丁目４番15（南新田町２）

大字馬場丁1209番6外１筆 （土市２）

大字中条甲2817番 （旭ケ丘）

字下平寅乙367番8外3筆

字上原子164番４ （高田町１）

字中割目寅甲406番14 （西本町１）

大字貝野甲2359番外１筆 （姿１）

49,200円/㎡

50,400円/㎡

36,700円/㎡

22,200円/㎡

19,100円/㎡

54,000円/㎡

70,000円/㎡

52,800円/㎡

110,000円/10a

期
限
内
に
届
出
を
し
な
か
っ
た
り

偽
り
の
届
出
を
し
た
り
す
る
と
、
法

律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

の
ぞ
み
の
郷さ

と

・
新に

い

墾は
り

会か
い

10
周
年
記
念
講
演
会

や
ま
び
こ
職
員
募
集

な
ご
み
の
家
施
設
長
募
集

三さ

国ぐ
り

川が
わ

ダ
ム

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

妻
有
福
祉
会
職
員
募
集

（福）

17
年
度
信
濃
川
テ
ク
ノ

ア
カ
デ
ミ
ー
学
生
募
集

７
７
４
│
３
０
１
５
）

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
レ
ジ
袋
を
も
ら

わ
ず
、
持
参
し
た
「
エ
コ
バ
ッ
グ
」

を
使
用
す
る
こ
と
は
、
ご
み
の
減
量

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
毎
日
の
買
い

物
に
は
買
い
物
袋
や
エ
コ
バ
ッ
グ
を

持
参
し
ま
し
ょ
う
。

「
地
球
温
暖
化
」
に
つ
い
て
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
だ
れ
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
●
日
時
＝
10
月
22
日
f
午

後
１
時
〜
４
時
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10

●
内
容
＝
▼
講
演
「
大
丈
夫
？
地
球

温
暖
化
対
策
」
三
善
万
里
子
さ
ん
▼

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
フ
ル
ー
ト
と
オ

カ
リ
ナ
演
奏
で
癒
し
の
世
界
へ
」
池

田
靖
啓
さ
ん
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活

課
生
活
環
境
係
（
内
線
１
５
７
）

ご
み
減
量
化
・
再
資
源
化
の
取
り

組
み
実
施
に
伴
い
、
資
源
物
の
分
別

収
集
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
ご

み
分
別
の
悪
い
出
し
方
の
町
内
が
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
埋
立

て
ご
み
の
中
に
「
カ
セ
ッ
ト
式
ガ
ス

ボ
ン
ベ
（
卓
上
コ
ン
ロ
用
）」「
ス
プ

レ
ー
缶
」
が
排
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、

収
集
作
業
中
の
爆
発
や
発
火
事
故
の

原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
カ
セ
ッ

ト
式
ガ
ス
ボ
ン
ベ
（
卓
上
コ
ン
ロ

用
）」「
ス
プ
レ
ー
缶
」
は
、
使
い
切

っ
た
ら
必
ず
穴
を
開
け
て
、
鉄
・
ア

ル
ミ
類
の
資
源
物
収
集
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
使
用
済
み
ラ

イ
タ
ー
」
は
、
必
ず
ガ
ス
を
完
全
に

抜
き
取
っ
て
か
ら
埋
立
て
ご
み
の
収

集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
み
の

出
し
方
や
処
理
方
法
が
わ
か
ら
な
い

と
き
は
、
各
家
庭
に
配
布
し
て
あ
る

「
ご
み
便
利
帳
」
で
確
認
し
、
ル
ー

ル
を
守
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
●

問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
衛
生
施
設
組

合
（
1
52
│
３
９
２
４
）

チ
ラ
シ
を
配
り
、
民
家
の
車
庫
な

ど
に
人
を
集
め
、
健
康
器
具
を
強
引

に
売
り
つ
け
る
業
者
に
つ
い
て
、
特

に
水
沢
と
新
座
で
相
談
が
何
件
も
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
契
約
後
８
日
以

内
な
ら
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
で
き
ま

す
が
、
後
が
怖
く
て
手
続
き
を
し
な

い
被
害
者
が
多
い
よ
う
で
す
。
市
報

な
ど
で
再
三
注
意
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
が
、
被
害
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は
、
消
費
者
を
保

護
す
る
た
め
に
法
律
で
定
め
ら
れ
て

い
る
制
度
で
す
。
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
た
ら
、
警
察
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
＝
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
1
０
２
５
―
２
８
５
―
４
１
９
６
）

ま
た
は
市
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
内
線
１
５
７
）

●情報館へ＝庭野勇吉（高田町３西）菅井隆

（谷内丑１）恩田卓茂（津南町）

●博物館へ＝根津ツヤ（田中町西）根津敏子

（西本町1）中澤シゲ（稲荷町3本通り）保坂

美智（細尾）中川ユヰ子（上新田３）

●国際交流・文化スポーツ基金へ＝㈱二葉家感

謝祭参加者一同（52,210円）

寄付ありがとう ９月25日届出分まで

Ｔ Ｈ Ａ Ｎ Ｋ 　 Ｙ Ｏ Ｕ

悪
質
業
者
に
注
意
！

ご
み
・
資
源
物
の
出
し
方

に
つ
い
て

10
月
は
マ
イ
バ
ッ
グ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

地
区
衛
生
組
織
連
合
会
魚

沼
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
研
修
会

（福）

Ｔ Ｈ Ａ Ｎ Ｋ 　 Ｙ Ｏ Ｕ

（福）
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●
野
中
婦
人
消
防
隊
の
取
材
に
あ
た
り
、

当
時
17
分
団
の
団
長
を
さ
れ
て
い
た
村
山

さ
ん
を
交
え
、
元
消
防
隊
の
皆
さ
ん
と
当

時
を
思
い
出
し
な
が
ら
昔
話
に
花
を
咲
か

せ
ま
し
た
。
子
育
て
で
忙
し
い
時
期
だ
っ

た
と
い
う
の
に
、
さ
ぞ
か
し
大
変
だ
っ
た

だ
ろ
う
…
そ
の
ご
苦
労
が
想
像
で
き
る
だ

け
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。
が
今
、
当
時
の

こ
と
を
話
す
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
は
、
苦

労
よ
り
も
や
り
遂
げ
た
達
成
感
、
充
実
感

さ
え
感
じ
と
れ
ま
し
た
。そ
う
い
え
ば
「
若

者
に
残
し
た
い
言
葉
」
の
ベ
ス
ト
３
に
入

っ
て
い
た
「
若
い
と
き
の
苦
労
は
買
っ
て

で
も
し
ろ
」。
昔
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
て

い
る
言
葉
に
は
、
裏
づ
け
が
あ
り
ま
す
。

（
優
）

●
運
転
中
、
い
つ
も
よ
り
道
が
混
雑
し
て

い
る
こ
と
で
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
な
ん
だ
な

あ
っ
て
実
感
し
ま
す
よ
ね
。
こ
の
秋
、
市

内
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押

し
で
す
。
中
で
も
今
年
初
め
て
行
わ
れ
て

い
る
「
き
も
の
の
街
の
キ
ル
ト
展
」。
本
町

商
店
街
の
空
き
店
舗
６
か
所
と
キ
ナ
ー
レ

が
会
場
で
す
。
市
外
に
出
か
け
る
だ
け
で

は
な
く
、
ぜ
ひ
商
店
街
を
歩
き
回
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
お
腹
が
減
っ
た

ら
新
そ
ば
を
た
ん
能
（
こ
ち
ら
も
そ
ば
ま

つ
り
開
催
中
！
）。
道
路
も
行
楽
地
も
混

ん
で
い
ま
す
。
秋
の
一
日
、
た
ま
に
は
市

内
を
ブ
ラ
ブ
ラ
す
る
の
も
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。

（
玉
）

■人　口　42,787人（＋11） 男　20,918人（±0） 女　21,869人（＋11）
■世帯数　13,360世帯（＋８） ９月末現在（ ）は前月からの増減市民の動き

編

集

後

記

31

神楽
かぐら

は、神々を神
かむ

座
くら

に迎え、そこで行われる神
しん

事
じ

芸能です。

赤倉神楽が、いつごろどういった経路で伝えられたかは不明ですが、明和７年（1770）の古
こ

文
もん

書
じょ

に興行の記録が残っており、相当古くから行われていたものと推定されます。

赤倉神楽は、二人立ちの獅子によって演じられる獅子舞いが中心です。その演目には「庭
にわ

舞い」

「岩
いわ

戸
と

舞い」「面
めん

神楽」「剣
つるぎ

の舞い」など神事芸としての神座４座があり、そのほか「おかめ狂言」

「万
まん

才
ざい

」などの余興芸的な神座２座があります。また、神楽の幕間には一種の息抜きとして「花

笠踊り」「伊勢音頭踊り」など10前後のレパートリーがある端
はし

踊りが演じられます。

神楽は、十日町市域では赤倉のほかに菅沼、新水、焼野、上田原、船坂、鍬柄沢、当間、吉田

山谷、北鐙坂、樽沢、名ケ山などの集落で伝承されていましたが、その多くは時代とともに姿を

消してしまいました。その中で、赤倉神楽はいち早く保存会を結成し、地域ぐるみの保存活動に

支えられて、今も受け継がれています。 （文化財課）
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■
編
集
/企
画
人
事
課
広
報
広
聴
係

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い


